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く中高瀬遺郎〉

本遺跡は、多摩川支流の平井 (ひらい ))|1左岸の段丘上に位置

します。都道あきる野羽村線の新設に伴い、昨年度より調査を進

めてきました。

中高瀬遺跡は、あきる野市草花生まれの故塩野半十郎氏が世に

送り出した遺跡で、縄文時代後 ・晩期の遺跡として知られていま

す。

平成 16年 度の調査は縄文時代後期の敷石住居跡 2棟 (写真 1)

や土坑、後期～晩期の遺物、古墳時代後期の召室、近世の土坑な

どを検出しました。平成 17年 度の調査では、より平井川から離

れた地点を調査しました。16年 度と同一の段丘面の 日区で、敷

召住居跡 1棟 、配石 5基以上、埋設土器、剥片のつまった小土坑、

縄文時代後期の川の跡 3条 、奈良時代の住居跡 1棟 、平安時代

の焼土跡 、近世の土坑や井戸 、一段高い段丘上の 1区で、縄文時

代の敷石住居 1棟 、集石 1基 、土坑 3基 、奈良時代の竪穴住居

跡 2棟 が発見されています。

縄文時代の川 (幅約 10m、 深さ約 1.5m)の 中から横たわっ

た状態で出土した石棒 (写真 2)は 、長さ 77 cm、直径 12 cm、

重さ 31k9と 大きなものです。川の中から召棒が出土するlalは少

なく貴重な資料となりました。何に使ったのか興味があるところ

です。同じ川の中から土偶も出ています。石棒が)||の底から出て

いるのに対し、20点 ほど出土した土偶は、埋まりかけた川の縁

から他の土器や石器とともに多量にまとまって出土していること

が特徴です。完全な形のものはありませんが、顔や妊娠を表現し

たような土偶が目立ちます。顔の特徴はシンプルな穴で表現され

た目や□に鼻は小さく盛り上げて、鼻の穴の表現もあります (写

真 3)。 また足の破片の大きさから大型のものと小型のものの両

者がありそうです。遺物の水洗いが進めば土偶の数も増えそうで

す。

原稿執筆中にミニ石棒 (写真 4)が別の川跡から出土しました。

長さ4.8 cm、重さ3.89で 、表面には赤色顔料が付着しています。

奈良時代の竪穴住居跡は、1棟はやや大型で柱穴が掘り込まれ、

もう2棟 は小型で柱穴のないものでした。住居内からは土師器 ・

須恵器 ・鉄製品などが出土しています。

調査が終了次第整理作業となりますが、遺物量は当初予定の 3

倍以上となりました。

(及川良彦 主任調査研究員)

所 在 地 :あきる野市草花字高瀬

調査期間 :2004年 11月～2005年 10月

調査面積 :約5,000ぽ

3土 偶集合写真
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1 敷 石住居跡

2 縄 文時代の川から出上の石棒

4 ミ ニ石棒



<多摩ニュー々 ウンHo4ヨ●渡郎>

本遺跡は 、過去に 3度 の発掘調査が行われ 、

3,900甫ほどが未調査で残っていましたが、今回は、

都市再生機構による公園 、宅地の造成 ・整備に関

連して調査を実施しました。過去の調査結果からは、

平安時代の小規模集落が数時期にわたりこの地域

を利用してきたことが明らかにされています。

発掘調査は 7月 中旬に着手し、現在も調査中で

すが、平安時代に帰属すると考えられる住居跡を

12～ 14軒 確認中です。住居跡軒数については、

隣接または同位置に 2～ 3軒 が重複して構築され

ている住居があることなどから、現在最終的な検

討を加えているところです。右に重複する住居の

写真 1を掲載しました。9号 住居と 13号住居です。

手前が 9号 、電柱とそのアンカーの間に電が残っ

ているのが 13号 です。13号 は耕作によりそのほ

とんどが消滅し、電と壁の一部がかろうじて残さ

れている状況です。

10号 住居跡とした平安時代の住居跡は、谷中で

確認をしました (写真 2)。後世のかく乱により、

50%ほ どが失われていましたが、残存部を調査す

る過程で、大変興味深い事実が半」明しました。当

初は電 、床に動植物のかく乱が入 り込んでいると

考えていましたが、調査をする中でこのかく乱が

谷を流下する水流であることが半」明しました。

この流水は電と壁の狭間から浸水し、床と壁を

押し流して住居の一部を破壊していたのです。右

写真の破線で囲んだ所が流路となっていました。

しかし、この流路が形成された時期が、住居で

生活をしていた時点なのか、住居が廃棄された後

なのかは今後の検討課題です。

この他の時期の遺構は、近年の耕作や畜産に伴

う土坑以タトは、検出されていません。遺物は、縄

文時代の土器 、召器 、江戸時代の陶磁器が数点出

土しています。  (ノ 」(林 博 範 調 査研究員)

所 在 地 :八王子市堀之内六号

調査期間 :2005年 7月 ～ 10月

調査面積 :2.100ぽ

1 9・ 13号 住居跡

2 10号 住居内流路跡
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古 代 の工 具  く 下 〉

今回は、人にまつわる作業に用いる工具についてみていきます。

まず、人をおこす鉄の道具として火打金 (階)が あります。多くは両

角が丸い山形を呈し、本体上部に組などを通す穴があけられています。

これは発火1生がある召をEIDいて火花を発生させるもので、まさに生活必

需品といえます。

また、鉄 (鋼)を カロエして鉄器を作る鍛冶作業の道具として、鉗があ

ります。この道具は現代のペンチやハサミのような形を示し、熱した鉄

を挟んで固定し金鎚できたえるためのものです。右の鉗は奈良時代の竪

穴建物跡から出土したものですが、先端をカロエした二本の鉄棒を鋲で固

定してつくられています。当時の鍛冶作業は中世の絵巻物などに描かれ

ていて、二人の職人が金床に据えた鋼に
“
あいづちを打って

"鉄
器をつ

くる様子がうかがえます。その脇には、鉄をカロ熱するための火床があり、

本炭や木製フイ」が設置されています。

多摩丘陵の遺跡でも、竪穴建物跡から炉やフイゴの羽□、鉄滓 (鉄の

不純物)、砥るなどがしばしば検出されることから、このような鍛冶作

業が村々で行われていたことを物語っています。
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鍛冶作業の様子(F職人尽画帖』より)

(松崎元樹 主任調査研究員)

日野市神明上遺跡 /横穴墓の調査風景

現在調査中の神明上遺跡では、国道 20号 バイパスの改修工事に伴う発掘調査によって、古損時代後期

(ワ世紀頃 )の横穴墓 (よこあなぼ)が 数多く発見されてきました。表紙の写真は、ちで応、さがれた墓の入

□部を調査している様子です。今後の調査によって横穴墓内の様子も次第に明らかにされてくることと思

われます。詳糸日は次号の本紙に掲載予定です。
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多摩 ニュータウン遺 跡 出 上 の

古 代 工 具 類 ( 1 2 )

1 ・ 2 火 打 金  3 鉛  4 金 槌

平成 17年 11月 11日  (財 )東京都生涯学習文化財団
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東京都埋蔵文化財センター

http!//www.tef.or.ip/rlnaibun/にと遅書委

特呂J展開催のお策nらせ
多摩ニュータウン遺跡群の発掘調査事業は、昭和40年に 「多摩ニュータウン遺跡調査会」が発足 し

てから40年が経過した今年度、最後の調査報告書の刊行をもって、事業が終了する運びとなりました。

遺跡の調査を締めくくるにあたり、総活の企画展示と講演会を、パルテノン多摩 (多摩市)を 会場とし

て開催いたします。詳細については改めてご案内致しますので、ご期待下さい。

展 示 :「多摩ニュータウン遺跡発掘 40年 展

多 摩 新 街 事 始～ 964遺 跡|こ探る丘陵の恵み～」

一-2006年 2月 18日 (土)から3月 19日 (日)まで 一

講演会 :第 1回 縄 文時代をテーマにした講演 (題未定) 2月 26日 (日)

第2回  古 代の生産をテーマにした講演 (題未定)3月 4日 (土)

(ぃ発行




